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詫間中央霊園 (詫間町詫間 )

　

市
民
ニ
ー
ズ
を
効
果

的
・
効
率
的
に
事
業
に

反
映
さ
せ
な
が
ら
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
市
に
よ

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
平
成

23
年
度
実
施
事
業
の
う

ち
36
事
業
に
つ
い
て
、

外
部
評
価
を
行
い
ま
し

た
。
評
価
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

委
員
会
に
お
け
る
議

論
や
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
事
業
の
再
点
検
・
見
直
し
を

行
い
、
今
後
の
事
業
計
画
や
新
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

「
付
加
保
険
料
」
納
付
の
す
す
め

　

月
々
の
定
額
保
険
料
に
月
額
4
0
0
円
の
付
加
保
険
料

を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
に

付
加
年
金
を
上
乗
せ
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
農
業
や

自
営
業
な
ど
を
営
む
第
1
号
被
保
険
者
お
よ
び
任
意
加
入

被
保
険
者
（
60
歳
以
上
65
歳
未
満
）
で
す
。

　

納
付
は
、
申
し
込
ん
だ
月
分
か
ら
と
な
り
、
国
民
年
金

基
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
納
付
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

付
加
年
金
の
額
は
「
2
0
0
円×

付
加
保
険
料
納
付
月

数
」
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

＊
2
年
以
上
受
給
す
る
と
支
払
っ
た
付
加
保
険
料
以
上
の

　

付
加
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
の
で
お
得
で
す
。

＊
付
加
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金
と
あ
わ
せ
て
受
給
で
き
る

　

終
身
年
金
で
す
。
た
だ
し
、
物
価
の
上
下
に
対
応
し
た

　

「
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
度
」
（
増
額
や
減
額
）
な
ど
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。

＊
付
加
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金
と
い
っ
し
ょ
に
支
給
さ
れ

　

る
た
め
、
繰
上
げ
ま
た
は
繰
下
げ
支
給
を
し
た
と
き
に

　

は
、
本
体
の
老
齢
基
礎
年
金
と
同
じ
割
合
で
減
額
ま
た

　

は
増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ご
希
望
の
人
は
、
年
金
手
帳
・
印
鑑
を
持
参
の
上
、
市

民
課
ま
た
は
各
支
所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
注
意
】

　

付
加
保
険
料
が
納
付
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
け
れ

ば
、
納
付
を
や
め
る
申
し
出
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま

す
。
再
び
納
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
し
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

▲

問
い
合
わ
せ

　

市
民
課　

☎
73
・
3
0
0
5

　　

全
国
社
会
保
険
労
務
士
会

連
合
会
運
営
の
「
街
角
の
年

金
相
談
セ
ン
タ
ー
高
松
（
オ

フ
ィ
ス
）」
で
は
、
社
会
保

険
労
務
士
に
よ
る
年
金
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料

は
無
料
で
、
申
請
等
の
手
続

き
も
で
き
ま
す
。

日　

時　

9
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場　

所　

三
豊
市
役
所
西
館

持
参
品　

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
振
込
通
知
書
な
ど
の

ほ
か
、
相
談
者
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
も
の
。

※

代
理
の
人
が
来
る
場
合
は
、
委
任
状
お
よ

び
依
頼
を
受
け
た
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
も
の
が
必
要
。

▲

問
い
合
わ
せ　

　

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
高
松
（
オ
フ
ィ
ス
）

　

☎
0
8
7
（
8
1
1
）
6
0
2
0

※

電
話
に
よ
る
年
金
相
談
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

　

詫
間
中
央
霊
園
（
詫
間
町
）
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
次
の
募
集
要
項
を
確
認
の
う
え
、
環
境

衛
生
課
ま
た
は
各
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

資
格
要
件
（
ど
ち
ら
か
の
要
件
を
満
た
す
人
）

・
市
内
に
本
籍
が
あ
る
人

・
市
内
に
引
き
続
き
1
年
以
上
住
所
を
有
す
る
人

申
し
込
み

　

申
請
書
は
環
境
衛
生
課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

年
金
相
談
を
開
設
し
ま
す

三
豊
市
事
務
事
業
外
部
評
価
委
員
会

評
価
結
果
を
市
長
に
報
告

市
営
墓
地
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

▲

問
い
合
わ
せ

　

環
境
衛
生
課　

☎
73
・
3
0
0
7

▲

問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課　

☎
73
・
3
0
1
0

個人の土地（宅
地・田んぼの一
画など）に墓所
を設けることは
できません

詫間中央霊園

（所在地）
　詫間町詫間 7053 番地 1
（募集区画）
　167 区画（3.00 ㎡～ 7.78 ㎡）
（永代使用料）
　402,000 円～ 722,260 円

※評価報告書は市ホームページで公表しています。
▲7月30日、牛島授公委員長から横山市長
　に評価結果が報告されました

評価区分
廃止

休止

民営化

国・県が実施

縮小

見直し

拡充

現行どおり

評価結果

合　　計

－　事業

－　事業

－　事業

－　事業

6　事業

10　事業

2　事業

2　事業

16　事業

36　事業

民間活力拡大・市民等との
協働化

問い合わせ　企画財政課　☎73－3010▼ 問い合わせ　企画財政課　☎73－3010▼

秘書課　☎73－3001▼

　全国一斉に就業構造基本調査を実施します。
　調査から得られるデータは、雇用および経済
政策などを企画・立案する上で、重要な指標と
して利用します。
　対象世帯は、全国の世帯
から統計的手法により選定
しています。
　県知事から任命された統
計調査員が、9月から対象世
帯へ調査票の記入のお願い
に伺った際は、ご協力をお
願いします。

　ものづくりを通して、産業振興に功績のあった企業と
個人を表彰します。地域の活性化に積極的に取り組んで
いる皆さん『ものづくり大賞』にご応募ください！
対　　象　優れた技術や新製品など、地域経済の発展に
　　　　　寄与している企業や個人
応募方法　応募用紙に必要事項を記入し、郵送またはメ
　　　　　ールでご応募ください。
応募期限　10月19日（金）

　市内における日本一の人や団体を「三豊
市日本一名誉賞」として表彰し、市をあげ
てその栄誉をたたえることにより、全国に
誇れる活力あるまちづくりをすすめています。
　スポーツや芸術、全国規模の競技会や品
評会で優勝や最優秀を獲得した人や団体な
どが対象となります。
　市内に在住または市内にある職場や学校
から出場し、平成23年12月19日以降に日
本一を受賞された皆さんをぜひお知らせく
ださい。

県民手帳 400円　県民ノート 500円
申し込み方法　 住所、氏名、電話番号、手帳・
ノートの別、数量、受け取り場所（企画財政
課・支所）を明記の上、下記の方法によりお申
し込みください。
◆ 電話　73－3010
◆ ファックス　73－3022
◆ メール　
　 kikakuzaisei＠city.mitoyo.kagawa.jp
◆ 企画財政課または各支所窓口の申込書に記入
申し込み期限　９月18日（火）
　手帳・ノートが届きしだい連絡します。代金
と引き換えにお受け取りください。

就業構造基本調査にご協力を

自薦・他薦は問いません！
三豊市ものづくり大賞 三豊市日本一名誉賞

該 当 者 を 募 集 し ま す

県民手帳・ノート 2013年版 予約受付中

▲

応募先・問い合わせ　産業政策課　☎73－3013
　〒767-8585　三豊市高瀬町下勝間2373番地1
　Eメール　sangyou@city.mitoyo.kagawa.jp


